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	本日は、ご多忙のところ、ご出席いただきありがとうございます。時間が参りましたので、ただいまから平成２５年度第１回伊予市健康づくり推進協議会を開催させていただきます。本日、司会進行役を務めさせていただきます健康増進課の亀岡でございます。どうぞよろしくお願いいたします。
委員の委嘱状・任命書の交付を行いたいと思います。

（委嘱状・任命書の交付）

なお、教育委員会の井上事務局長につきましては、所用により欠席となっておりますのでよろしくお願いします。これをもちまして、委嘱状・任命書の交付を終了いたします。
開会にあたりまして、伊予市長武智典よりご挨拶申し上げます。

（市長あいさつ）
改めまして、皆さんこんにちは。今日は第1回伊予市健康づくり推進協議会の開会にあたりましてご参集賜りましてありがとうございます。
平成２４年度には第１次健康づくり計画第一期が終期を迎えましたので、子供から高齢者までが健やかに生活できる社会の実現を目指して、第２次伊予市健康づくり計画を策定いたしました。

策定にあたり、協力いただいた委員の皆様に感謝を申し上げます。

今年度からは計画の推進の年となります。ここ総合福祉保健センターを拠点として、すべての市民が健やかで心豊かに生活できる活力のある社会の実現に向けて、ご協力をよろしくお願いします。委員の皆様のさまざまなお立場でのご意見や今までの経験や知識を協議会で発揮いただきますようお願いしまして、開会のあいさつにかえさせていただきます。
本日の会議については、伊予市情報公開条例に基づき、原則公開することとなっており、議事録についても、市のホームページに掲載するようになると思いますが、ご承認いただけるでしょうか。
（異議なし）
今回、委員さんを委嘱させていただきましたが、任期は本日より平成２７年３月３１日までとなっております。今回、公募の方3名を含め半数の方が新任の方となっております。お一人ずつ、自己紹介をお願いしたいと思いますので、よろしくお願いします。
（席順により自己紹介）

ありがとうございました。

事務局について紹介いたします。
（課長より順次自己紹介）

それでは次に、会長及び副会長の選任ですが、設置要綱第5条により委員の互選により選任されることとに規定されていますので、皆様のご意見をお願いいたします。
事務局案はないですか。

事務局案を提案させていただいてもよろしいでしょうか。事務局案では会長に稲田委員、副会長に佐々木委員をお願いしたいと思います。ご承認いただける方は拍手をお願いします。
（拍手）
承認されましたので、会長は稲田委員さん、副会長は佐々木委員さんに決定いたします。よろしくお願いします。
それでは、会長に就任されました稲田先生よりごあいさつをいただきたいと思います。お願いいたします。
（会長議長席へ。稲田会長あいさつ。）
それでは、議事に移りたいと思いますが、本会の議長につきましては、伊予市健康づくり推進協議会設置要綱第６条によりまして会長が務めることとなっておりますので、稲田会長さんに議事進行をお願いしたいと思います。
議事に入ります前に、資料の確認をお願いします。会次第・委員名簿・要綱・第２次健康づくり計画冊子・ダイジェスト版以上が本日の配布資料でございますが、もし不足した分がありましたら申し出てください。資料はよろしいでしょうか。

それでは、稲田会長さん議事進行をお願いします。
　それでは、議事に入りたいと思いますが、会が円滑に進みますようご協力のほどよろしくお願いします。

まず、議題１ですが、平成２５年３月に策定されました第２次健康づくり計画についてです。第２次健康づくり計画について、事務局より説明をお願いいたします。

（第２次健康づくり計画と市の主な保健事業について説明）
事務局からの説明がありましたが、委員の皆さんからご意見がありましたらお伺いしたいと思います。何かご意見はありますか。
２階に健康増進室がありますが、そこでどんなテーマで利用されているか、わかりましたら教えてください。
市民の健康増進を目的に使用されています。定期的に使用している市民グループが３グループあります。体操グループが１つ、フラダンスグループが２グループです。今後、広報等でも周知していく予定なので、新しい利用者が増えてくると思われます。
集団健診をしていますが、どういう形にすれば受診率が上がるのか、率が上がらないと国からペナルティがあると聞くので、よく検討をしてもらいたい。長野県はよく塩分をとることから、減塩に取り組んでいるという。伊予市でも、何が原因かを見極めて、それに絞って取り組んでもらいたい。
昨年まで子宮がん検診のドライバーをしておりました。高齢者の方は近くまで検診車が来ないと受けられないため、西予市や伊方町は狭いところまで検診車が入っていました。伊予市でも公民館など検診車が入れるところは近くまで行って検診ができると、高齢者でもちょっと検診に行ってみようかとなると思います。

商工会議所では会員さんのために、小規模な事業所もあり、松山まで行くのは大変なので、会議所独自の事業として２３年度から伊予市に検診車に来てもらって健診を行う事業をはじめました。さざなみ館でしています。駐車場も狭いので、ここがオープンしたから、使いたいと思い、４か月前に会員に周知する必要があり、８月に健診があるので、担当がここにお願いに来たら、1か月前でないと使用申請できないと言われました。目的にあった事業であれば半年前でも借りる予約がとれたらと思いました。

私が以前に診療所に勤めていたときに、高齢者の人がサロンに集まっており、その場へ社会福祉協議会を通して、顔を出して、健診を周知し、受けられるようなら送迎をしますよということで、お迎えにいって健診を受けてもらっていました。送迎があれば受ける人も増えるのではないかと思います。
特定保健指導ですが、健診を受けるだけでなく、メタボリックシンドロームの予防のためにも生活習慣を改善してもらうことが重要で、健診を継続し保健指導につなげることが重要だと思います。
伊予市ではいきいきサロンを行っています。大平でもしていますが、保健指導に保健センターの保健師、栄養士が講師として来てもらうことはできますか。

いきいきサロンは地域の方々で運営されており、テーマに応じて保健センターの職員がお話しさせていただくことはできますので、生活習慣病予防のためにも、そういう機会を作っていただければと思います。

要望や気付いた点はないですか。
健康づくり計画の５つの疾病に対する取り組みで肝炎検査を一生涯に１回受けようとなっているが、その表現よりは、なるべく早く受けようという表現のほうがよいと思います。

協議会に直接関係ないことかもしれませんが、エイズの相談を保健所でしているが、今の時代はインターネットでいろいろな知識が得られる。相談に来られる方も断片的な知識は持っているが、上手に処理できてなく、自分の都合よく解釈していることがある。健康づくりに関しても、必ずしも正しい方向にいくような知識を持ててないこともある。いろんなことを知らないのではなくて、知識はあってもそれをうまく活用できていないことを念頭において、やっていく必要がある。

パンフレットにあるように、歯科としては、健診を年に1回受けている人が３４．４％しかいない。７割の人は受けてない。何かあったら、例えば歯が痛かったら歯科に行くけれども、歯科検診には行ってない。これを歯科医としてなんとかしたいと思っています。かかりつけ歯科医をもちましょうと開業医としても啓発していかないといけないと思っています。

悪い見本で、メタボリックシンドロームで、健康診断も２０年以上受けたことなくて申し訳ありません。特定保健指導の対象が８０名と少ないのではないかと思っています。中山（合併前の中山町）では健診を受けたい４０～６０代は無料でできていたけど、伊予市でも無料でできたら健診を受けるのではないかと思っています。

特定健診を受けた方の中に保健指導を受ける人がいます。特定保健指導の対象者数は、特定健診受診者２，０００名の方が受診されているその中でメタボリックシンドロームに該当した８０名です。要指導者ととらえていただいたらと思います。

健康増進を図るのなら、健診が誰でも受けられるのがベターだと思っています。この人だけというのは不公平だと思います。１０年に１回とか２０年に１回は無料で受けられたらいいのでは。昔中山ではそうだったので、そう思うのです。

特定健診は、法律に基づいて、伊予市なら、伊予市の国保に限定した健診ということで行っています。特定健診は、各保険者が健診を行っているので仕組みとしては公平に行っています。保健指導を充実させるよう検討していきたいと思います。

食生活改善推進協議会では食のほうで健康づくりに取り組んでいます。

特定健診の受診状況が３割くらいで下がってきている。無料クーポン検診をしたら、率が上がっています。胃がんとか大腸がんには無料クーポンはないのですか。健診でお金が８，０００円くらいかかるのもネックになっているのではないかと思います。高齢者の方には何かありますか。
無料クーポンは大腸がんも平成２３年度から実施させていただいています。２３年は前年よりは受診率は上がっています。今年も子宮がん、乳がん、大腸がんはクーポンの発送準備を行っています。対象の年齢の方にクーポンを送っています。クーポンの発送で受診率も伸びています。

胃がんという話もありましたが、国からの補助が出ない、市が単独では難しい。がんの死亡率は胃がんが昔から多かった。乳がん、大腸がんの死亡率が増加してきている。食生活の西欧化などの影響がある。胃がんは死亡率が増えてきているわけではない。国のほうが子宮がん、乳がんに力を入れている。それ以外は力を入れていないわけではないけど、近年死亡率が増えているものや、若い人の発症が多いものに特に力をいれています。健診の費用は、それで自分の命が助かるのなら、決して高くはない。住民の方は、自分の命にかかわるということが頭の片隅にあっても行動につながっていないことがあります。繰り返し必要性を訴え続けていくしかないかと思っています。

時間もきましたので、議事を終わらせていただきます。どうもご協力ありがとうございました。
稲田会長さんのスムーズな進行により、滞りなく議事を終了することができました。ありがとうございました。この健康づくり計画は、今年度より平成３５年度までの１１か年計画となっております。計画のダイジェスト版は、５月広報配布時に市内全世帯に配布しております。今年度は、関係機関や市民への啓発を重点的に行い、健康づくりに関心をもっていただきたいと思っております。今後も、市政全般は、もちろんのこと、健康づくり関係につきましても、ご助言・ご指導くださいますようよろしくお願いいたします。それでは、閉会のあいさつを副会長の佐々木典彦先生にお願いいたします。
（閉会のあいさつ）
以上をもちまして、第１回健康づくり推進協議会を終了いたします。長時間にわたりましてのご審議ありがとうございました。
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